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計画策定に当たって

■　

国
を
挙
げ
て「
観
光
先
進
国
」に

　
国
は
、
自
然
・
文
化
・
気
候
・

食
と
い
う
豊
富
な
観
光
資
源
に
恵

ま
れ
た
我
が
国
の
特
性
を
活
か

し
、
地
域
の
魅
力
を
開
花
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り「
観
光
先
進
国
」に
な

る
こ
と
を
目
指
そ
う
と
、
平
成

28
年
3
月
30
日
に『
明
日
の
日
本

を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
』を
閣

議
決
定
し
ま
し
た
。
国
を
挙
げ
て

観
光
を
国
の
基
幹
産
業
に
す
る
た

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組

み
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客

が
地
方
を
訪
れ
、
域
内
の
旅
行
消

費
額
を
増
や
す
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
は
本
市
の
よ
う
に
定

住
人
口
が
減
少
し
て
い
く
地
方
の

人
口
減
少
分
を
補
う
た
め
、
観
光

を
は
じ
め
と
す
る
交
流
人
口
の
拡

大
に
よ
る
地
方
の
に
ぎ
わ
い
の
創

出
、
地
域
経
済
の
循
環
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

■　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク

　
こ
の
観
光
先
進
国
を
目
指
す
施

策
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の

が
、国
立
公
園
を
世
界
水
準
の「
ナ

シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
」と
し
て
ブ
ラ

ン
ド
化
す
る「
国
立
公
園
満
喫
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
す
。

　
全
国
33
カ
所
の
国
立
公
園
の
中

か
ら
８
地
区
を
選
定
。
そ
の
一
つ

に
十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
が
選

ば
れ
、
八
幡
平
山
頂
見
返
り
峠
地

区
な
ど
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
景

観
整
備
、
外
国
人
向
け
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
の
開
発
や
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高

い
宿
泊
施
設
の
充
実
、
海
外
へ
の

情
報
発
信
強
化
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

■　

市
観
光
振
興
計
画
の
位
置
づ
け

　

本
市
に
お
い
て
も「
八
幡
平
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」の
中
で
、
観
光
振
興
に
よ

る
交
流
人
口
の
拡
大
を
施
策
の
一

つ
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

お
り
、
観
光
を
重
要
な
政
策
と
位

置
付
け
て
い
ま
す
。

　

25
年
度
に
策
定
し
た『
八
幡
平

市
滞
在
型
観
光
振
興
計
画
』の
理

念
を
継
承
し
な
が
ら
、
急
激
に
変

化
す
る
社
会
、
旅
行
者
動
向
、
受

入
実
態
を
勘
案
し
、
観
光
関
係
者

が
一
丸
と
な
っ
て
実
践
で
き
る
手

引
き
書
と
し
て
、
29
年
度
か
ら
33

年
度
ま
で
の
５
カ
年
の
具
体
的
な

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
な
る『
八

幡
平
市
観
光
振
興
計
画
』を
策
定

し
ま
し
た
。

１
　全国33カ所の国立公園の中から、環境省の「国立公園満喫プロジェクト」の一つに
十和田八幡平国立公園が選ばれました。同プロジェクトが掲げる『最大の魅力は自
然そのもの』をコンセプトに、本市の自然、温泉、食を世界に向けて売り込んでい
きます。

本市の観光の現状２
　計画の策定には、現状の把握が必要です。基礎データを分析し、その結果から観
光計画の立案、施策内容の効果検証、新規事業の検討材料として活用することによ
り、マーケットの実態に沿った観光戦略を立てていきます。
　今回、紹介するデータのほか、本計画書では休日の居住地別滞在者数、夫婦・カッ
プル、家族など観光客を属性で分けた動態調査、外国人観光客の国籍内訳のデータ
も掲載しています。 策

定
し
ま
し
た

市
観
光
振
興
計
画
を

年 度 25年度 26年度 27年度

外国人観光入り込
み客数 ₁₇，₈₉₁人回 ₂₂︐₃₆₄人回 ₂₈︐₄₄₈人回

＜表１＞本市の「年度別」外国人観光入り込み客数
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出典：観光統計調査

23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

人
泊

宿泊者数（年度別）

469,394 

448,422

432,556

443,818

441,025

488,861

＜グラフ１＞本市の「年度別」観光入り込み客数＜グラフ２＞本市の「年度別」宿泊者数
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4
外
国
人
観
光
入
り
込
み
客
数
の
状
況

　
市
の
外
国
人
観
光
入
り
込
み
客
数
は
、

年
率
で
約
３
割
成
長
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
日
本
が「
観
光
先
進
国
」と
な
る
た
め
、

国
も
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
さ
ら
な
る
伸
び
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
国
籍
別
で
見
る
と
、
台
湾
、
韓
国
、
中

3
教
育
旅
行
者
の
受
け

入
れ
状
況

　
市
の
教
育
旅
行
者
数

は
、
東
日
本
大
震
災
翌

年
度
の
23
年
度
に
前
年

度
の
約
４
分
の
１
ま
で

落
ち
込
み
ま
し
た
が
、

そ
の
後
順
調
に
回
復

し
、
26
年
度
に
は
東
日

本
大
震
災
前
の
水
準
以

上
に
回
復
・
成
長
し
て

い
ま
す
。

出典：観光統計調査

2
宿
泊
者
数
の
推
移

　

市
の
宿
泊
者
数
と
観
光
入
り

込
み
客
数
と
は
異
な
る
傾
向
で
、

24
年
度
は
東
日
本
大
震
災
後
の

旅
行
・
消
費
を
控
え
る
風
潮
、

震
災
後
の
景
気
の
悪
化
を
受
け

た
廃
業
や
営
業
期
間
の
短
縮
な

ど
宿
泊
施
設
数
の
減
少
が
影
響

し
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
27
年

度
に
は
冬
季
国
体
ス
キ
ー
競
技

会
の
開
催
や
台
湾
を
は
じ
め
と

す
る
東
ア
ジ
ア
な
ど
か
ら
の
訪

日
外
国
人
の
増
大
も
相
ま
っ
て

回
復
基
調
に
転
じ
て
い
ま
す
。

1
観
光
入
り
込
み
客
数
の
推
移

　
市
の
観
光
入
り
込
み
客
数
は
、

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
の

影
響
を
大
き
く
受
け
る
こ
と
な

く
、
26
年
度
ま
で
順
調
に
伸
び
ま

し
た
。
27
年
度
は
４
度
目
と
な
る

冬
季
国
体
ス
キ
ー
競
技
会
が
行
わ

れ
、
入
り
込
み
客
の
増
加
が
期
待

さ
れ
ま
し
た
が
、
記
録
的
な
雪
不

足
に
見
舞
わ
れ
、
一
般
の
日
帰
り

客
が
大
き
く
減
っ
た
影
響
を
受
け

減
少
に
転
じ
ま
し
た
。

国
が
多
く
、
月
別

で
見
る
と
10
月
、

１
月
に
多
く
な
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
本

計
画
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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八幡平市版DMOのイメージ

地域住民

❺
山
里
・
雪
国
の
暮
ら
し
・
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
八
幡
平

は
、
環
境
・
自
然
学
習
・
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
・
キ
ャ
リ
ア
教
育

に
つ
な
が
る
学
び
の
場
で
す
。

　
日
本
で
初
め
て
商
用
運
転
を
開

始
し
た
地
熱
発
電
所
を
は
じ
め
、

雪
氷
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
雪

冷
房
り
ん
ど
う
培
養
育
苗
生
施
設

な
ど
多
様
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備

し
ま
す
。

❶
八
幡
平
市
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
立

　
観
光
客
受
け
入
れ
の
た
め
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
八
幡
平
市
版
Ｄ

Ｍ
Ｏ
）を
組
織
化
し
、
地
域
と
観
光

の
融
合
を
図
る
こ
と
で〝
ナ
シ
ョ
ナ

ル
パ
ー
ク
八
幡
平
〞に
多
く
の
観
光

客
を
お
迎
え
す
る
流
れ
を
作
り
ま

す
。
本
計
画
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
は
、
全
て
八
幡
平
市
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
確
立
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

【
八
幡
平
市
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
求
め
ら

れ
る
役
割
】

▼
年
間
を
通
じ
て
国
内
外
問
わ

ず
、
あ
ら
ゆ
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
客
に

地
域
に
訪
れ
続
け
て
も
ら
う
よ
う

に
す
る
た
め
の
情
報
発
信
お
よ
び

デ
ー
タ
分
析
・
戦
略
策
定

▼
多
様
な
関
係
者
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

へ
の
関
わ
り
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、

あ
ら
ゆ
る
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　
「
八
幡
平
市
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
イ

メ
ー
ジ
」は
次
ペ
ー
ジ
の
図
の
と

お
り
で
す
。

項 目 27年度実績値 32年度目標値
（市総合計画） 33年度目標値

観光入り込み客数 ₁︐₇₅₅千人回 ₂︐₅₀₀千人回 ₂︐₅₀₀千人回

教育旅行者数 ₂₈︐₅₆₂人回 ₃₀︐₀₀₀人回 ₃₀︐₀₀₀人回

外国人観光入り込
み客数 ₂₈︐₄₄₈人回 ₃₂︐₀₀₀人回 ₃₂︐₀₀₀人回

延べ宿泊客数 ₄₈₈千人回 ₄₆₀千人回 ₄₉₀千人回

スポーツ関係宿泊
者数 ₂₆︐₁₉₁人 ₃₃︐₀₀₀人 ₃₃︐₀₀₀人

八幡平市
版DMO

交通事業者
・二次交通の確保
・周遊企画乗車券の設定

・観光地域づくりへの理解
・市民ガイドの実施

商工業
・ふるさと名物の開発
・免税店許可の取得

宿泊施設
・個別施設の改善
・品質保証の導入

農林漁業
・農業体験プログラムの提供
・６次産業化による商品開発

飲食店
・「地域の食」の提供
・多言語への対応

行政
・観光振興計画の策定
・プロモーション
・インフラ整備
・文化財保護・活用
・観光教育
・交通政策
・各種支援措置

内外の人材やノウハウを取り込みつつ、多様な関係者と連携

観光による
地方創生

地域一体の魅力的な観光地域づくり
戦略に基づく一元的な情報発信・プロモーション

❽
広
域
周
遊
ル
ー
ト
、
観
光
圏
の

広
域
連
携
・
協
力

　
北
東
北
の
玄
関
口（
交
通
拠
点
）

で
あ
る
盛
岡
市
、
鹿
角
街
道
、
産

業
遺
産
の
つ
な
が
り
が
あ
る
鹿
角

市
と
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

❼
人
材
育
成（
ガ
イ
ド
・
市
民
の

参
画
意
識
）

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
八
幡
平
を

よ
り
多
く
の
来
訪
者
に
体
感
し
て

も
ら
う
た
め「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー

ク
八
幡
平
ガ
イ
ド
認
証
制
度
」を

立
ち
上
げ
、
外
国
語
や
障
害
の
あ

る
人
へ
の
対
応
な
ど
幅
広
い
ガ
イ

ド
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
円

滑
な
受
付
体
制
整
備
、
体
系
的
な

情
報
発
信
を
目
指
し
ま
す
。

　
市
民
向
け
講
座
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
設
し
、
市
民
の
興
味
・
関
心

❻
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
強
化

　
既
存
イ
ベ
ン
ト
の
採
算
性
・
集

客
人
員
を
精
査
し
、
今
後
の
発

展
・
拡
大
が
見
込
み
難
い
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
は
、
他
の
イ
ベ
ン
ト

と
共
同
開
催
す
る
な
ど
見
直
し
を

❹
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
た
観
光

　
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
・
大
会
誘
致
の

た
め
の
セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
50
㌔
ト
レ
イ
ル
や
樹
氷

を
鍵
に
し
た
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整
備
し
、

ブ
ラ
ン
ド
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

❸
戦
略
策
定
の
た
め
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
の
収
集

　
具
体
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
定
め

て
戦
略
を
立
案
す
る
た
め
に
、
定

期
的
な
来
訪
者
実
態
調
査
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
調
査
結
果
を
元
に

顧
客
像
に
対
応
し
た
具
体
的
な
施

策
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
検
討

し
ま
す
。

八幡平を案内するガイドの様子

❷「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
八
幡
平
」

ブ
ラ
ン
ド
の
構
築

　
「
八
幡
平
と
い
え
ば
○
○
」「
○

○
と
い
え
ば
八
幡
平
」の
ブ
ラ
ン

ド
構
築
、
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
外
に
向
け
て
ナ

シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
八
幡
平
の
価
値

を
高
め
る
た
め
、
誰
が
見
て
も
分

か
り
や
す
い
多
言
語
表
記
の「
案

内
板
」「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」の
整
備

を
し
て
い
き
ま
す
。

行
い
、イ
ベ
ン
ト
の
魅
力
ア
ッ
プ
、

集
客
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
農
畜
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
力
を
生
か
し
た
食
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
と
し
た
大
規
模
な
イ
ベ

ン
ト
を
計
画
し
、
農
業
の
経
済
効

果
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

計
画
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
商

工
観
光
課
観
光
振
興
係（
☎
・
内

線
１
３
１
３
）

４

５
観
光
振
興
の
た
め
の

３
本
市
の
観
光
の
課
題

将
来
像
と

観
光
振
興
の
た
め
の

観
光
振
興
の
た
め
の

　
８
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン観光客の呼び込み

七時雨マウンテントレイルフェス

度
の
底
上
げ
を
す
る
と
と
も
に
、

市
内
外
に
魅
力
を
発
信
す
る
機
運

の
醸
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
共
同
実
施
に
よ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
充
実
、
共
同
セ
ー
ル

ス
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、

露
出
回
数
の
ア
ッ
プ
、
認
知
度
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
本
市
の
将
来
像「
日
本
の
美
し
い
四
季
と
暮
ら

し 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
八
幡
平
」を
具
現
化
し
、

国
内
外
を
問
わ
ず
広
く
観
光
客
が
集
ま
る
地
域

と
な
り
、
成
果
指
標
と
し
て
設
定
し
た
数
値
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、
次
の
８
つ
に
重
点
を
置
き
、

本
計
画
期
間
に
お
け
る
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

❶八幡平市版ＤＭＯの設立
❷「ナショナルパーク八幡平」ブランドの構築
❸戦略策定のためのマーケティングデータの収集
❹スポーツ・健康をキーワードにした観光
❺山里・雪国の暮らし・自然エネルギー
❻観光イベントの強化
❼人材育成（ガイド・市民の参画意識）
❽広域周遊ルート、観光圏の広域連携・協力

　
本
市
の
観
光
の
将
来
像（
テ
ー
マ
）

を「
日
本
の
美
し
い
四
季
と
暮
ら
し 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
八
幡
平
」と
掲

げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
進

捗
状
況
に
お
け
る
問
題
点
の
洗
い
出

し
、
施
策
の
見
直
し
、
新
規
実
施
を

検
討
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
成
果

指
標
を
定
め
ま
し
た
。

　
数
値
目
標

①
基
礎
デ
ー
タ
の
整
備
と
戦
略
策
定

②
興
味
・
関
心
度
を
底
上
げ
し
、
行
動
さ
せ
る
情
報
発
信

③
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
人
材
か
ら
の
学
び
、
効
果
の
拡
大

④
継
続
可
能
な「
仕
組
み
」の
構
築

⑤
販
路
の
開
拓
・
拡
大

⑥
本
市
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
機
能
強
化
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区　分 氏　名 所属（住所） 記　録

一
般
₁₀
㌔

招待
選手

❶三嶋　淳司 駒澤大 ₃₁分₅₉秒
❷平松　亮介 駒澤大 ₃₂分₄₃秒
❸狩野　未基 駒澤大 ₃₃分₁₇秒

₁₆
〜
₃₉
歳

男
❶岩渕　慎矢 盛岡市 ₃₃分₅₆秒
❷宇部　雄太 妹は荒ぶる受験生 ₃₄分₂₄秒
❸吉田　雄一朗 盛岡三高 ₃₅分０秒

女
❶田口　綺乃 盛岡三高 ₄₀分₅₂秒
❷町田　美湖 盛岡三高 ₄₂分₃₅秒
❸庄司　夏子 千葉恵製菓 ₄₂分₄₇秒

₄₀
〜
₅₉
歳

男
❶本舘　正雄 笹間クラブ ₃₇分５秒
❷安倍　義博 チームアテルイ ₃₇分₃₈秒
❸兼平　昭浩 盛岡市 ₃₇分₄₄秒

女
❶畠山　望美 盛岡市 ₄₁分₄₁秒
❷赤坂　玲子 盛岡ヒールフリー ₄₂分₃₈秒
❸菅原　めぐみ 胆沢南走会 ₄₂分₅₀秒

₆₀
歳
以
上

男
❶杉澤　隆司 レストランきの字クラブ ₄₁分₁₇秒
❷浅利　誠司 あさりちゃん２号 ₄₂分₃₅秒
❸深谷　龍治 大曲走友会 ₄₃分₂₆秒

女
❶小熊　淳子 宮城県大河原町 ₄₉分₂₆秒
❷佐藤　裕子 ㈱岩泉きのこ産業 ₅₀分₂₁秒
❸吉田　きよ子 一関レディース ₅₁分₂₂秒

一
般
５
㌔

₁₆
〜
₃₉
歳

男
❶佐々木　飛鳥 八幡平市 ₁₅分₅₀秒
❷阿部　清孝 岩手自衛隊 ₁₆分１秒
❸紺野　颯志 専大北上高 ₁₆分７秒

女
❶遠藤　寧々 盛岡市立高 ₁₉分₃₂秒
❷菅原　愛香 盛岡市立高 ₂₀分₁₇秒
❸紺野　憧和 専大北上高 ₂₀分₂₀秒

₄₀
〜
₅₉
歳

男
❶森谷　俊樹 盛岡市 ₁₈分３秒
❷千葉　義弘 盛岡市 ₁₈分８秒
❸小野寺　栄光 チームアンバイ ₁₈分₁₈秒

女
❶柴田　真由美 滝沢市 ₁₉分₂₆秒
❷坂本　理絵 盛岡市 ₂₁分₄₉秒
❸土橋　真美 北上市 ₂₂分６秒

₆₀
歳
以
上

男
❶安保　淳 チーム一葉 ₁₉分₅₁秒
❷菊池　健一 チーム大吾郎 ₂₀分₁₉秒
❸金野　剛一 千廐ＡＣ ₂₀分₄₄秒

女
❶小野寺 たけ子 千廐ＡＣ ₂₄分₁₅秒
❷菊池　久美子 釡石市 ₂₄分₃₉秒
❸澤田　芳子 滝沢市 ₂₅分₁₀秒

中
学
生
３
㌔

男
❶佐藤　隼 西根一中 ₁₀分₁₅秒
❷河内　勇弥 一関一高附属中 ₁₀分₃₀秒
❸本堂　諒及 西根一中 ₁₀分₅₀秒

女
❶吉田　菜央 盛岡市 ₁₂分₂₈秒
❷澤口　りる 花巻市立石鳥谷中 ₁₂分₄₂秒
❸長山　未夢 西根中 ₁₃分₂₃秒

フ
ァ
ミ
リ
ー
２
㌔

２
人
１
組

❶宮竹　南央哉 チームしろくま ６分34秒　宮竹　利史哉

❷山田　泰裕 陸上塾 ７分₂₀秒　山田　陸

❸鴨反　美香 盛岡市 ７分₃₂秒　鴨反　旺佑

各種目上位入賞者（３位以内）（太字は新記録）

◎
高
円
宮
賜
杯
第
₃₇
回
全
日
本
学
童
軟
式
野

球
大
会
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
県

予
選
大
会（
６
月
３
〜
10
日
、
大
船
渡
市
・
三

陸
総
合
運
動
公
園
ほ
か
）

❸
岩
鷲
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

◎
第
₃₀
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
盛
岡
場
所（
６
月
18

日
、
盛
岡
市
・
県
営
武
道
館
相
撲
場
）

【
男
子
】▽
３
年
生　
❷
岩
崎
想
矢（
大
更
小
）

❸
武
田
昇
馬（
大
更
小
）❹
武
田
明は
る
ま馬
（
大
更

小
）▽
４
年
生　
❶
工
藤
琉り
ゅ
う
せ
い誠（

大
更
小
）❹

佐
々
木
勇
吾（
大
更
小
）▽
５
年
生　
❸
佐
々

木
真ま
な
と篤（

大
更
小
）▽
６
年
生　
❸
田
村
昂こ
う
だ
い大

（
平
舘
小
）❹
工
藤
煌き
ら
と斗（
大
更
小
）

【
女
子
】▽
３・
４
年
生　
❷
井
上
璃
子（
平
舘

小
）▽
５・
６
年
生　
❷
佐
々
木
蘭（
大
更
小
）

❸
日
戸
菜
（々
大
更
小
）

◎
第
₆₅
回
岩
手
地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会

（
６
月
17
〜
19
日
、
市
総
合
運
動
公
園
体
育
館

ほ
か
）

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル【
男
子
】❶
西
根
中

◆
サ
ッ
カ
ー　
❶
西
根
中

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル【
女
子
】❷
松
尾
中

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
【
男
子
】▽
団
体　
❶
安
代

中
❷
西
根
一
中
▽
個
人　
❶
花
﨑
楓ふ
う羽

・
清

水
畑
永と
わ和（
西
根
中
）

◆
柔
道【
男
子
】▽
個
人
₅₀
㌔
級　

❷
上
野

凜り
と都（

西
根
一
中
）▽
個
人
₅₅
㌔
級　
❷
岩
本

大だ
い
き輝（

西
根
一
中
）【
女
子
】▽
個
人
₄₄
㌔
以
下

級　
❶
渡
辺
真
侑（
西
根
一
中
）

◎
東
北
高
等
学
校
選
手
権
大
会

◆
相
撲（
６
月
24
･
25
日
、
山
形
県
鶴
岡
市
小

真
木
原
相
撲
場
）

◇
団
体　
❷
平
舘
高

◇
階
級
別
個
人
戦
▽
１
０
０
㌔
級　
❶
松
浦

和
啓（
平
舘
高
）

◇
個
人
選
手
権　
❺
津
志
田
亜
睦（
平
舘
高
）

❺
長
内
龍（
平
舘
高
）

◎
第
₆₉
回
県
民
体
育
大
会

◆
ラ
イ
フ
ル
射
撃（
７
月
１
日
、
田
山
射
撃
場

ほ
か
）

【
女
子
】◇
成
年
▽
ラ
イ
フ
ル
３
姿
勢
₆₀
発　

❶
坂
本
由
美
子（
県
体
協
）

◇
少
年
▽
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
立
射
₄₀
発　
❷

宮
野
莉
央
奈（
西
根
中
）

◎
第
₁₇
回
県
中
学
校
Ｋ
Ｗ
Ｂ
選
手
権（
７
月

８・９
日
、
市
総
合
運
動
公
園
野
球
場
ほ
か
）

❷
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
地
区
選
抜

◎
第
₃₇
回
全
日
本
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
朝
日
大

会（
７
月
９
日
、
北
海
道
士
別
市
朝
日
三
望
台

シ
ャ
ン
ツ
ェ
）

【
男
子
】▽
少
年　
❶
小
林
龍
尚（
盛
岡
中
央
高
）

◎
第
₅₅
回
東
日
本
実
業
団
相
撲
選
手
権
大
会

（
７
月
９
日
、
市
松
尾
相
撲
場
）

◇
個
人
▽
重
量
級　
❶
遠
藤
翔
太（
三
研
ソ
イ

ル
）❷
森
隆
宣（
三
研
ソ
イ
ル
）❸
遠
藤
貴
幸

（
三
研
ソ
イ
ル
）

◎
第
₆₄
回
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会（
６
月
17

日
、
県
営
武
道
館
相
撲
場
）

◇
団
体　
❷
西
根
一
中

◇
個
人
▽
１
年
生　

❸
松
浦
旬じ
ゅ
ん
や哉（
西
根
一

中
）▽
２
年
生　
❶
松
浦
正せ
い
や弥
（
西
根
一
中
）

❸
田
村
竜
也（
西
根
一
中
）

◎
第
₆₄
回
県
相
撲
選
手
権（
６
月
23
日
、
市
松

尾
相
撲
場
）

◇
団
体　
❶
八
幡
平
Ａ

◇
個
人
▽
２
部　
❶
津
志
田
亜
睦（
平
舘
高
）

❷
長
内
龍（
平
舘
高
）❸
松
浦
和
啓（
平
舘
高
）

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

駆
け
出
せ　
今
、
こ
こ
か
ら

岩
手
山
焼
走
り
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

■　

大
会
前
に
コ
ー
ス
清
掃

　
西
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
丹
内
勇は

や
ゆ
き幸
会
長
、
会
員
70

人
）は
６
月
28
日
、
会
員
約

20
人
が
参
加
し
、
岩
手
山
焼

走
り
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
の

コ
ー
ス
で
あ
る
岩
手
山
パ
ノ

ラ
マ
ラ
イ
ン
の
沿
道
を
清
掃

し
ま
し
た
。

　

丹
内
会
長
は「
岩
手
山
麓

の
雄
大
な
自
然
を
満
喫
し
な

が
ら
、
き
れ
い
な
コ
ー
ス
を

気
持
ち
よ
く
走
っ
て
も
ら
い

た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
大
会
前
に

コ
ー
ス
の
沿
道
清
掃
を
行
っ

て
今
年
で
７
年
目
。
陰
な
が

ら
大
会
の
盛
り
上
げ
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　
第
26
回
岩
手
山
焼
走
り
マ
ラ
ソ

ン
全
国
大
会
が
７
月
２
日
、
岩
手

山
焼
走
り
国
際
交
流
村
を
発
着
点

と
す
る
岩
手
山
パ
ノ
ラ
マ
ラ
イ
ン

の
折
り
返
し
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
に
は
、
１
歳
か
ら
89
歳
ま

で
計
１
８
１
６
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が

出
場
。
一
般
と
中
学
生
の
男
女
14

種
目
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
選
手
た
ち
は
、
沿
道
か
ら
の
声

援
を
受
け
な
が
ら
、
岩
手
山
を
臨

む
コ
ー
ス
を
快
走
。ゴ
ー
ル
後
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
キ
ュ
ウ
リ
や

ト
マ
ト
、
豚
汁
の
振
る
舞
い
を
受

け
、
レ
ー
ス
で
疲
れ
た
体
を
癒
や

し
ま
し
た
。

　
各
種
目
の
結
果
は
、
次
ペ
ー
ジ

の
表
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

お
父
さ
ん
と
一
緒
な
ら
２
㌔

な
ん
て
、す
ぐ
そ
こ
だ
ー

今
年
も
好
評
！
豚
汁

キ
ュ
ウ
リ
も

ト
マ
ト
も

お
い
し
い
よ

一般₁₀㌔₁₆～ ₃₉歳男子で
優勝を果たした岩渕選手

ハイタッチで健闘を
たたえる親子
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東北、日本の農業をリードする
東北認定農業者が八幡平市に集結

東北
サミット
初開催

　来年から米の生産数量目標が廃止され、農政の転換期を迎えようとしています。また、農家の高齢化
や担い手不足などの課題を抱え、新時代に適切に対応して、農業を次の世代へ継承することが求められ
ています。そのためには、人口減少や地球温暖化などの環境の変化に適応した農業経営や地域農業を確
立していくことが必要です。特にも、認定農業者には地域農業の担い手として期待が高まっています。
　そのような中、自らの経営改善と地域農業・農村の発展を目指す東北地方の意欲ある認定農業者が、
八幡平市に集結しました。

　
第
１
回
東
北
認
定
農
業
者
サ
ミ
ッ
ト
は
６

月
29
日
、
30
日
の
２
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
、
青
森
県
を
除
く
東
北
５
県
か
ら
認
定
農

業
者
ら
約
３
７
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
29
日
は
、
八
幡
平
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
を
会

場
に
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

夜
に
は
交
流
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

■　

東
北
の
農
業
の
現
状
と
今
後

　
東
北
大
大
学
院
農
学
研
究
科
の
伊
藤
房
雄

教
授
が「
こ
れ
か
ら
の
東
北
農
業
の
展
開
に

つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
し
、
米
の
生
産
数

量
目
標
の
廃
止
や
人
口
減
少
な
ど
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
高

収
益
農
家
や
生
き
が
い
優
先
農
家
な
ど
多
様

な
担
い
手
が
共
存
し
た
全
員
参
加
型
の
地
域

農
業
の
必
要
性
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

■　

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
紹
介

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ベ
テ

ラ
ン
、
若
手
、
女
性
の
認
定
農
業
者
６
人
を

交
え「
目
指
そ
う
と
す
る
経
営
と
そ
の
戦
略
」

と
題
し
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

福
島
県
石
川
町
で
リ
ン
ゴ
園
を
経
営
す

る
大
野
農
園
㈱
代
表
取
締
役
の
大
野
栄
峰

さ
ん
は
、
労
働
の
軽
減
と
購
買
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
、
参
加
者
を
募
り
、
果

実
の
木
を
剪せ
ん
て
い定

し
た
枝
を
拾
っ
て
焼
き
り

ん
ご
を
作
り
交
流
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

紹
介
。
新
し
い
農
業
の
形
や
可
能
性
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　
課
題
で
あ
る
担
い
手
不
足
に
つ
い
て
、
今

後
を
担
う
若
手
の
認
定
農
業
者
か
ら「
農
業

の
魅
力
を
発
信
し
、
今
ま
で
の
農
業
イ
メ
ー

■　

継
続
開
催
で
東
北
の
農
業
を
活
性
化

　
今
後
は
、
各
県
持
ち
回
り
で
開
く
予
定
。

市
認
定
農
業
者
協
議
会
の
小
林
仁し
の
ぶ

会
長
は

「
東
北
の
認
定
農
業
者
が
一
堂
に
会
し
て
意

見
交
換
す
る
場
を
八
幡
平
市
か
ら
始
め
ら
れ

て
よ
か
っ
た
。
来
年
も
継
続
し
、
東
北
の
農

業
者
の
連
携
を
深
め
、
高
め
合
い
た
い
」と

力
強
く
語
り
ま
し
た
。

ジ
や
意
識
を
変
え
、
若
い
人
が
次
へ
つ
な
げ

た
い
と
思
え
る
業
種
に
し
た
い
」「
意
欲
が
あ

る
若
い
人
を
起
用
し
、
も
っ
と
前
に
出
て
成

長
す
る
機
会
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」な
ど
前

向
き
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

30日は、①八幡平市②八幡平市・
岩手町③雫石町の３コースに分
かれ、農事組合法人や観光農園
などを視察しました。

（農）岩手山麓デイリーサポートで
は良質な完全混合飼料（ＴＭＲ）供
給の取り組みについて聞きました

６
次
産
業
に
力
を
入
れ

る（
株
）サ
ラ
ダ
フ
ァ
ー

ム
の
観
光
イ
チ
ゴ
園
や

直
売
店
な
ど
を
見
学

田村恵吾氏の農園では
トマトの高規格ハウス
を見学し、研修生受け
入れによる担い手育成
について聞きました

パネルディスカッションの様子

　
タ
イ
国
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
の
学

生
・
教
員
13
人
は
、
７
月
12
日
か

ら
22
日
ま
で
の
11
日
間
、
本
市
に

滞
在
し
、
日
本
の
生
活
・
文
化
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
今
回
で
21
回
目
と
な
る
タ
マ
サ

ー
ト
大
学
日
本
生
活
文
化
体
験
旅

行
。
本
市
を
訪
れ
た
生
徒
ら
は
延

べ
３
０
０
人
を
超
え
ま
す
。

　
訪
問
団
は
13
日
、
八
坂
神
社
祭

典
で
引
か
れ
る
山
車
の
太
鼓
体
験

に
参
加
し
、
児
童
と
一
緒
に
太
鼓

を
叩
き
ま
し
た
。
タ
イ
と
の
テ
ン

ポ
の
違
い
を
肌
で
感
じ
、
笑
顔
が

あ
ふ
れ
ま
し
た
。
17
日
は
、
八
幡

平
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
を
訪
問
し
、

職
場
体
験
を
実
施
。
食
器
洗
い
や

宴
会
場
の
会
場
作
り
な
ど
を
体
験

し
ま
し
た
。
18
日
の
日
・
タ
イ
文

化
交
流
会
で
は
、
タ
イ
と
日
本
の

郷
土
芸
能
の
相
互
披
露
や
、
両
国

の
料
理
を
紹
介
し
合
い
、
関
係
者

や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ら
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　
保
育
園
や
学
校
、
老
人
介
護
保

健
施
設
を
訪
問
す
る
な
ど
、
地
域

住
民
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
ま

し
た
。

 タイ・タマサート大学
ウィーラワン・ワシラディロク 准教授

　
わ
が
家
の
３
人
の
子
ど
も
た
ち

に
も
良
い
経
験
に
な
る
と
思
い
、

初
め
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
引

き
受
け
ま
し
た
。

　
最
初
は
お
互
い
緊
張
し
ま
し
た

が
、
テ
ィ
ン
さ
ん
を
囲
ん
で
お
酒

を
飲
ん
だ
時
、
緊
張
が
解
け
て
話

が
弾
み
ま
し
た
。
ラ
ム
肉
を
食
べ

た
り
、
花
火
を
し
た
り
し
て
、
楽

し
い
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
テ
ィ
ン
さ
ん
の
希
望
で
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
題
材
と
し
た
漫
画
の
舞

台
で
あ
る
軽
米
町
に
出
か
け
、
す

ご
く
喜
ん
で
も
ら
え
た
事
は
、
と

て
も
良
い
思
い
出
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
テ
ィ
ン

さ
ん
は
家
族
の
一
員
で
す
。  タマサート大学生のウォーラガーン・

サプマニーナン（ティン）さん（左から
２人目）と髙橋正広さんファミリー

タイ・タマサート大学生12人が八幡平市へ

市
民
の
優
し
さ
に
感
謝
し

退
官
後
の
事
業
継
続
願
う

初
め
て
の
学
生
受
け
入
れ

緊
張
解
け
家
族
の
一
員
に

　
私
は
八
幡
平
市
と
の
交
流
事
業

に
、
学
生
の
引
率
で
１
回
目
か
ら

参
加
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
９

月
末
で
定
年
退
官
し
ま
す
。

　
観
光
で
日
本
を
訪
れ
る
学
生
は

多
い
の
で
す
が
、
学
校
訪
問
や
お

祭
り
な
ど
を
体
験
で
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
日
本
文
化
に
触
れ
合
う
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
日
本
で
も
八
幡

平
市
だ
け
で
す
。

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
会
を
始

め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で

20
年
以
上
も
事
業
が
続
い
て
い
る

こ
と
、
そ
し
て
学
生
を
わ
が
子
の

よ
う
に
慕
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と

に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
今
後
も
こ
の
交
流
が
ず
っ
と
続

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

日
・
タ
イ
交
流
は
21
回
目

延
べ
３
０
０
人
を
超
え
る
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hot
line 市食生活改善推進員養成教室の受講生を募集します

　市は、市食生活改善推進員養成教室の受講生を
募集します。食生活改善推進員とは、食の豊富な
知識と調理の技術を身につけて、家族や地域の食
生活改善や食育の推進を行うボランティアです。
　養成教室を受講して食生活改善推進員になって
みませんか。
■対象　・健康づくりや食生活に関心のある人
　　　　・市内在住の人（学生は除く）
　　　　・食生活改善推進員としてボランティア
　　　　　活動をしていただける人
　　　　　※活動は平成30年度からしていただきます。
■定員　20人

■養成教室の開催日、時間、場所

hot
line 地域福祉計画に関する意見交換会の参加者募集

No. 開催日 時間 場所
第１回 ９月20日㈬

午前10時
から
午後３時
まで

市役所
多目的ホール棟

第２回 10月５日㈭
第３回 10月17日㈫
第４回 11月２日㈭
第５回 11月30日㈭
第６回 12月14日㈭

■申込期限　８月31日㈭
■参加費　受講料は無料、テキスト代 1,728円、調
理実習がある時は材料費の一部として１回・100円
■申し込み・問い合わせ先　健康福祉課健康推進
係（☎・内線1082）

hot
line

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

◎
市
内
の
山
に
は
多
く
の
ク
マ
が
生
息

　
毎
年
、市
内
の
山
沿
い
の
農
地
な
ど
で
、

ク
マ
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
発
生
し
て
い

る
ほ
か
、
近
年
は
、
人
里
で
の
目
撃
例
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
登
山
な
ど
で
入
山

す
る
と
き
や
山
林
付
近
で
農
作
業
を
す
る

と
き
は
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ク
マ
の
出
没
を
防
ぐ
た
め
に
は

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
ま
ず
は

ク
マ
の
出
没
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
を
し
ま

し
ょ
う
。

▼
農
作
業
や
入
山
す
る
際
の
注
意
点

・
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
音
の
出
る
も
の
で
自

分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。
雨
の
日
や
川
の

近
く
で
は
、
人
間
の
臭
い
や
物
音
が
伝
わ

り
づ
ら
い
た
め
、特
に
大
き
な
音
を
出
す
。

・ク
マ
の
行
動
が
活
発
な
早
朝
や
夕
方
は
、

特
に
注
意
す
る
。

▼
ク
マ
が
出
没
し
づ
ら
い
環
境
づ
く
り

・
ク
マ
を
誘
引
す
る
生
ご
み
な
ど
を
適
切

に
処
理
す
る
。
野
菜
や
果
樹
な
ど
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
ク
マ
を
お
び
き
寄

せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
草
刈
り

機
な
ど
で
使
う
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
揮
発
性

物
質
も
ク
マ
を
誘
引
す
る
の
で
、
保
管
場

所
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
農
地
や
住
宅
周
辺
の
茂
み
や
低
木
の
刈

り
払
い
を
行
う
。
ク
マ
な
ど
の
野
生
動
物

は
、
体
が
丸
見
え
に
な
る
こ
と
を
嫌
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
身
が
隠
せ
る
茂
み
を
無

く
す
こ
と
で
、出
没
し
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

◎
も
し
も
ク
マ
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
ら

　
野
生
動
物
が
相
手
の
た
め
、
確
実
に
安

全
な
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
し
、
ク

マ
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
落
ち
着

い
て
、
背
を
向
け
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
そ
の

場
を
離
れ
ま
し
ょ
う
。
大
声
を
出
し
た
り
、

走
っ
て
逃
げ
た
り
す
る
と
、
ク
マ
も
驚
い

て
襲
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
子
グ
マ
を
見
か
け
た
ら
、
近
く
に
親

グ
マ
が
い
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
そ
の

場
を
す
ぐ
に
離
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
農
作
物
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

　
ク
マ
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
電
気
柵
の
設
置
が
有
効
で
す
。
市

は
、
鳥
獣
害
防
止
を
目
的
と
し
た
設
置
に

対
し
、費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

設
置
前
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
導
入
を
予
定
し
て
い
る
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
額　
電
気
柵
設
置
費
用
の
２
分
の

１（
上
限
額
６
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
林
課
林
業
係

（
☎
・
内
線
１
３
３
９
）

　市は、今後の福祉施策の方向性を示す市地域
福祉計画（平成30年度から34年度までの５カ年計
画）の策定にあたり、広く市民の皆さまの意見を
取り入れるため、意見交換会を市内４カ所で開
催します。
　住んでいる地域の「強み」と「課題」について、
グループごとに話し合うワークショップの手法
を用いて実施します。
■対象者　市内に居住している20歳以上の人
■申込期限　開催日の前日までに電話で申し込

※希望する場所に参加してください。
■申し込み・問い合わせ先　地域福祉課福祉総務
係（☎・内線1113）

開催日 場所 時間

９月28日㈭ 田山コミュニティセンター
（スポーツ交流館） 午後６時半

から
８時半
まで

10月３日㈫ 松尾コミュニティセンター
10月５日㈭ 田頭コミュニティセンター
10月11日㈬ 大更コミュニティセンター

みください。
■意見交換会の日時、場所

昨年、松野小で実施された市防災訓練

hot
line ９月₁₀日㈰午前８時から安代地区で防災訓練を実施します

　市は、災害時に迅速かつ効率的な災害対策活動
ができるよう、次のとおり防災訓練を実施します。
　会場となる安代小周辺の市道は交通を規制しま
すので、係員の指示に従って通行するようご理解
とご協力をお願いします。
■日時　９月10日㈰午前８時から10時45分まで
■場所　安代小およびその周辺
※一般参加者の駐車場はありませんので、安代総
合支所の駐車場をご利用ください。
■問い合わせ先　防災安全課消防防災係（☎・内
線1264）

❶避難訓練、避難所開設・運営訓練
　当日の午前８時から９時までの間に防災行
政無線で荒屋地区に避難広報を実施。避難指
示を受けた地域の皆さんは、避難場所に避難
してください。
▶避難場所　安代小体育館
❷火災防御訓練
　消防団および防災関係機関と連携し、火災
防御訓練を行います。
❸孤立者救助・救出訓練
　孤立者救援のため、救助用のヘリが飛来し
ます。騒音などで付近の住民の皆さまにはご
迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお
願いします。
❹応急食料炊き出し訓練
　避難者へ提供する食事として、支援者によ
る応急炊き出しを実施します。

主な防災訓練の内容

hot
line
新
婚
世
帯
に
最
大
₂₄
万
円
支
援
し
ま
す

　
市
は
、
本
年
度
か
ら
結
婚
に

伴
う
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
新
婚
世
帯
に
対
し
、
新

生
活
に
か
か
る
費
用
を
支
援
し

ま
す
。

■
補
助
対
象
期
間　
平
成
29
年

４
月
１
日
か
ら
30
年
２
月
28
日

㈬
ま
で

■
補
助
対
象
経
費　
補
助
対
象

期
間
中
に
要
し
た
、
次
の
❶
か

ら
❸
の
い
ず
れ
か
と
な
り
ま

す
。（
最
大
24
万
円
ま
で
）

❶
住
宅
取
得
に
か
か
る
費
用

❷
住
宅
賃
貸
に
係
る
費
用

❸
引
っ
越
し
す
る
際
に
要
し
た

費
用
で
、
引
っ
越
し
業
者
ま
た

は
運
送
業
者
へ
支
払
っ
た
費
用

■
補
助
対
象
者　
次
の
①
か
ら

⑦
ま
で
の
要
件
を
全
て
満
た
す

人
に
限
り
ま
す
。

①
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
30

年
２
月
28
日
㈬
ま
で
の
期
間
に

入
籍
し
た
夫
婦

②
申
請
時
点
で
、
夫
婦
と
も

市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
こ
と

③
夫
婦
の
所
得
を
合
わ
せ
た
合

計
額
が
３
４
０
万
円
未
満
で
あ

る
こ
と

④
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
制
度

に
よ
る
家
賃
補
助
を
受
け
て
い

な
い
こ
と

⑤
市
税
の
滞
納
が
無
い
こ
と

⑥
家
賃
の
滞
納
が
無
い
こ
と

⑦
今
ま
で
に
同
じ
補
助
金
を
受

給
し
て
い
な
い
こ
と

■
申
請
期
限　
平
成
30
年
３
月

15
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
福

祉
課
福
祉
総
務
係（
☎
・
内
線

１
１
１
４
）

市役所からのHOT LINE
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８月21日～９月24日

月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要
相 談 名 日 時 場 所 担当（予約先）
盛岡消費生活センター
出前相談会（要予約）

９月₁₂日㈫
₁₃：₀₀～₁₆：₀₀ 市役所本庁舎 市民課

（☎・内線₁₀₆₆ ）

年金相談（要予約） ９月₁₄日㈭
₁₀：₀₀～₁₅：₃₀ 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎₀₁₉︲₆₂₃︲₆₂₁₁）
※　人権相談、定例行政相談はカレンダー内に記載しています
くらしとお金の安心
相談会（要予約）

９月₁₅日㈮
₁₀：₀₀～₁₅：₀₀ 市役所本庁舎 市民課

（☎・内線₁₀₆₆ ）

市税納期（納期限８月₃₁日）　市県民税（第２期）、国民健康保険税（第２期）

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）
市 内 鹿角（市外局番 0186）

西根病院（☎₇₆︲₃₁₁₁） かづの厚生病院（☎₂₃︲₂₁₁₁）
東八幡平病院（☎₇₈︲₂₅₁₁） 大里医院（☎₂₂︲₁₂₅₁）
平舘クリニック（☎₇₄︲₃₁₂₀） 本田医院（☎₃₅︲₃₀₀₂）
にしね眼科クリニック（☎₇₀︲₂₇₁₁） 長橋医院（☎₂₃︲₇₆₁₂）
吉田内科呼吸器科医院（☎₇₀︲₁₁₀₀） 大湯リハビリ病院（☎₃₇︲₃₅₁₁）

岩手医大・県立中央病院の出張診療日
病 院 名 診 療 科 目 診 療 日 時

西 根 病 院（☎₇₆︲₃₁₁₁）

呼　吸　器 第３月曜日　　　14：00～
血　　　液 第３水曜日　　　₁₄：₀₀～
神　　　経 第３木曜日　　　₁₄：₀₀～
糖　尿　病 毎週火曜日　　　午前中
循　環　器 第２・４水曜日　₁₀：₀₀～

安代診療所（☎₇₂︲₃₁₁₅） 外　　　科 毎週木曜日　　　午前中
※　西根病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、次回か
ら予約受診になります。診療日は変更する場合があります。電話で事前確認願います。

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。
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休日当番薬局　　（当番日はカレンダー内に記載しています）
市 内 鹿角（市外局番 0186）

大更調剤薬局（☎₇₀︲₁₃₂₀） 黒沢薬局（☎₃₅︲₃₂₀₀）※日曜・祝日開局
柏台薬局（☎₇₁︲₁₀₀₁） 村木薬局（☎₂₂︲₀₃₇₂）※日曜開局
あさひ薬局西根中学校前店（☎₇₀︲₂₃₁₁） 日本調剤薬局（☎₃₀︲₁₁₉₃）
白樺薬局（☎₇₄︲₃₃₆₃） ファーマックスかづの薬局（☎₃₀︲₀₀₃₃）
みのり薬局（☎₇₅︲₂₃₃₃） ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎₃₀︲₀₀₈₀）
スマイル薬局（☎₇₅︲₂₈₇₁）
さいとう薬局（☎₇₂︲₂₁₃₀）

市税納期（納期限₁₀月２日）　固定資産税（第３期）、国民健康保険税（第３期）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■地域振興課＝定例行政相談　
9：30～12：00（市役所本庁舎）

■図書館休館日
■体育協会＝女性限定シェイプ
アップ教室　18：30～20：00（荒
屋コミセン）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　　
17：15～19：00（市民課）
■体育協会＝第10回市民ゲート
ボールまつり　8：30～16：00（ア
リーナ松尾）

■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00
■大更コミセン＝子ども映画会　
15：30～16：30（東大更学童保育
クラブ）
■寺田コミセン＝茶道教室寺子
屋③　15：30～17：00

■田頭コミセン＝田頭曙大学修
学旅行　8：30～16：30（花巻温泉）
■健康福祉課＝親子教室【受付】　
9：40～9：55（市役所多目的ホール
棟）
■体育協会＝女性限定シェイプ
アップ教室　14：00～15：30（市
総合運動公園体育館）

■議会事務局＝市議会９月定例
会・議案上程ほか（予定）

■議会事務局＝市議会９月定例
会・一般質問(予定）

■議会事務局＝市議会９月定例
会・一般質問(予定）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■健康福祉課＝献血【受付】　
9：30～11：30（安代総合支所）
■体育協会＝水中ゆっくり
ウォーキング教室　18：30～19：30
（松尾Ｂ＆Ｇ海洋センター）

■図書館休館日
■健康福祉課＝乳幼児健康相談
離乳食講習【受付】　9：30～9：50
（市役所多目的ホール棟）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝ ▶午後から健診
【受付】　13：30～15：00（市役所
多目的ホール棟）▶夕方健診【受
付】　17：00～19：00（市役所多目
的ホール棟）

■健康福祉課＝健診結果説明会　
9：30～11：00（田山コミセン）、
13：30～15：00（荒屋コミセン）
■大更コミセン＝子ども映画会　
15：30～16：30

■図書館休館日
■健康福祉課＝健診結果説明会　
9：30～11：00（田頭コミセン）、
13：30～15：00（市役所多目的ホー
ル棟）
■舘市コミセン＝陶芸教室・ 工
房見学　10：30～13：00（「松毬工
房」大更）
■体育協会＝女性限定シェイプ
アップ教室　14：00～15：30（荒
屋コミセン）

■議会事務局＝市議会９月定例
会・一般質問、決算特別委員会
(予定）

■議会事務局＝市議会９月定例
会・議案審議、決算特別委員会
(予定）

■議会事務局＝市議会９月定例
会・決算特別委員会(予定）

■議会事務局＝市議会９月定例
会・休会(予定）

■議会事務局＝市議会９月定例
会・休会(予定）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■健康福祉課＝市敬老会「松尾
地区」　10：30～13：30（八幡平ロ
イヤルホテル）

■図書館休館日
■博物館臨時休館日
■健康福祉課＝▶市敬老会「大
更地区」　10：30～13：30（八幡平
ロイヤルホテル）▶乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多目
的ホール棟）
■安代総合支所＝市敬老会「荒
屋地区」　10：30～13：00（新安比
温泉静流閣）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　　
17：15～19：00（市民課）
■博物館臨時休館日
■健康福祉課＝▶市敬老会「田頭
地区」　10：30～13：30（八幡平ロイ
ヤルホテル）▶３歳児健診【受付】　
13：00～13：30（市役所多目的ホー
ル棟）
■安代総合支所＝市敬老会「田
山地区」　10：30～13：00（新安比
温泉静流閣）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：15～15：05（松尾地区内）

■博物館臨時休館日
■健康福祉課＝市敬老会「平舘
地区」　10：30～13：30（八幡平ロ
イヤルホテル）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：55（松尾地区内）
■体育協会＝ヨガ教室　18：00～
19：30（市総合運動公園体育館）

■博物館臨時休館日
■健康福祉課＝市敬老会「寺田
地区」　10：30～13：30（八幡平ロ
イヤルホテル）
■体育協会＝ヨガ教室　14：00～
15：30（荒屋コミセン）

■議会事務局＝市議会９月定例
会・決算特別委員会(予定）

■議会事務局＝市議会９月定例
会・休会(予定）

■議会事務局＝市議会９月定例
会・決算特別委員会(予定）

■議会事務局＝市議会９月定例
会・休会(予定）

■議会事務局＝市議会９月定例
会・委員長報告ほか (予定）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■市民課＝人権相談 ₉：₀₀～₁₂：₀₀
（市役所本庁舎、西根地区市民セ
ンター、若者センター）
■松尾コミセン＝輝楽大学「講
話・歴史学」 9：30～12：00
■図書館＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00

■図書館休館日
■博物館＝企画展「おかえり　
松尾釡石環状列石展」　9：00～
16：30　※平成30年１月14日まで
■健康福祉課＝１歳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多目
的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書　
13：00～14：50（荒沢地区）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝▶２歳６カ月児
歯科健診【受付】　9：00～9：15（市
役所多目的ホール棟）▶１歳６カ
月児健診【受付】　13：00～13：30
（市役所多目的ホール棟）
■大更コミセン＝大更ふれあい
大学「交通安全講習会」　10：00～
12：00
■荒屋コミセン＝移動図書　
11：40～14：50（田山地区）

■広報はちまんたい発行日
■寺田コミセン＝茶道教室寺子
屋④　15：30～17：00
■体育協会＝ヨガ教室　18：00～
19：30（荒屋コミセン）

■寺田コミセン＝七時雨大学④　
9：00～15：00
■体育協会＝ヨガ教室　14：00～
15：30（市総合運動公園体育館）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（医　大）

■敬老の日
■市役所閉庁日
■選挙管理委員会＝市長選挙期
日前投票　8：30～20：00（市役所
多目的ホール棟、西根・安代総
合支所）　※23日まで
■博物館＝ギャラリートーク①　
13：00～13：30

■図書館休館日
■博物館休館日
■地域振興課＝定例行政相談　
9：30～12：00（市役所本庁舎）

■ 市 役 所 本 庁 窓 口 延 長 日　　
17：15～19：00（市民課）
■西根総合支所＝定例行政相談　
9：30～12：00（西根地区市民セン
ター）
■安代総合支所＝定例行政相談　
9：30～12：00（田山コミセン）

■選挙管理委員会＝市長選挙期
日前投票　8：30～20：00（大更・
田頭コミセン、平舘体育館、寺
田柔剣道場、旧柏台出張所、田
山スポーツ交流館）　※23日ま
で
■健康福祉課＝献血【受付】　
9：30～12：00、13：30～16：30（市
役所結のひろば）
■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00
■寺田コミセン＝▶幼児映画会　
10：00～10：30（寺田保育所）▶子
ども映画会　15：20～16：00

■健康福祉課＝親子教室【受付】　
9：40～9：55（市役所多目的ホール
棟）

▶当番医（市内）にしね眼科クリ
ニック・（鹿角）長橋医院▶当番
薬局（市内）みのり薬局・（鹿角）
黒沢薬局

小児救急病院
（こども／医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■寺田コミセン＝寺田地区大運
動会　8：30～15：00（寺田小学校グ
ラウンド）
■平舘コミセン＝平舘地区大運
動会　9：00～15：00（平舘小学校グ
ラウンド）

▶当番医（市内）西根病院・（鹿
角）かづの厚生病院▶当番薬局
（市内）大更調剤薬局・（鹿角）日
本調剤薬局

小児救急病院
（こども／中　央）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■図書館＝新刊子どもの本を読
む会　10：00～11：30
■五日市コミセン＝パークゴル
フ　15：00～16：00（苺渕河川公園）

■市役所閉庁日
■田頭コミセン＝田頭地区壮年
ソフトボール大会　8：30～15：00
（三ツ森グラウンドほか）
■松尾コミセン＝松尾地区大運
動会　9：00～12：30（松尾総合運
動公園）
■地域振興課＝あっぴリレーマ
ラソン2017大会　10：00～14：00
（安比高原）
■安代総合支所＝市敬老会　
10：30～13：00（細野地区＝細野
コミセン、畑地区＝畑コミセン、
五日市地区＝五日市コミセン、
浅沢地区＝浅沢コミセン）
▶当番医（市内）東八幡平病院・
（鹿角）大里医院▶当番薬局（市
内）柏台薬局・（鹿角）ファー
マックスかづの薬局

小児救急病院
（こども／医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■博物館臨時休館日
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■博物館臨時休館日
■防災安全課＝市防災訓練　
8：00～10：45（安代小周辺）
■体育協会＝安代地区ソフト
ボール選手権大会　8：30～17：00
（田山グラウンド）
■平舘コミセン＝平舘地区体育
祭　9：00～12：00（市総合運動公園
体育館）
■商工観光課＝ＩＷＡＴＥハチ
マンタイダイナマイト　10：00～
16：00（さくら公園イベント広場）
■図書館＝Tom＆Tam Story 
Time　11：00～11：30
▶当番医（市内）西根病院・（鹿
角）かづの厚生病院▶当番薬局
（市内）あさひ薬局西根中学校前
店・（鹿角）ヘルシークラブ厚生
病院前薬局

小児救急病院
（こども／医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■ 図 書 館 ＝ 八 幡 平 短 歌 会　　
13：00～15：30

■市役所閉庁日
■田頭コミセン＝ゲートボール大
会　8：30～13：00（竹花ゲートボー
ル場）
■商工観光課＝ノスタルジック
カーin八幡平　9：00～14：00（さ
くら公園イベント広場）

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）本田医院▶当番薬局
（市内）白樺薬局・（鹿角）ファー
マックスかづの薬局

小児救急病院
（こども／中　央）

小児救急病院
（医　大）

■秋分の日
■市役所閉庁日
■健康福祉課＝▶子宮頸がん・
乳がん検診【受付】　9：00～10：00、
13：30～14：30（市役所多目的ホー
ル棟）▶献血【受付】　15：00～
16：30（マックスバリュ西根店）
■田山コミセン＝田山の恵み軽
トラ市　10：00～12：00（「だんぶ
り茶屋」丑山口）
■図書館＝おはなしのじかん　
14：30～15：00

■市役所閉庁日
■選挙管理委員会＝市長選挙投
票日　7：00～18：00（市内各投票
所）

▶当番医（市内）吉田内科呼吸器科
医院・（鹿角）大湯リハビリ病院▶
当番薬局（市内）スマイル薬局、さ
いとう薬局・（鹿角）黒沢薬局

▶当番医（市内）西根病院・（鹿
角）かづの厚生病院▶当番薬局
（市内）大更調剤薬局・（鹿角）日
本調剤薬局

26 27 
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9 10 4 

11 

8/21 22 23 25 

28 30 31 9/1 
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29 

24 

18 19 20 21 22 23 24 
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小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）
病 院 名 電話番号 病 院 名 電話番号

岩手県立中央病院（中央） ₀₁₉︲₆₅₃︲₁₁₅₁ 盛岡赤十字病院（日赤） ₀₁₉︲₆₃₇︲₃₁₁₁
岩手医科大学付属病院（医大） ₀₁₉︲₆₅₁︲₅₁₁₁ 川久保病院（川久保） ₀₁₉︲₆₃₅︲₁₃₀₅
もりおかこども病院（こども） ₀₁₉︲₆₆₂︲₅₆₅₆
▶日曜・祝日の日中（9：00～17：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。また、時間外
の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に支障を来す
恐れがあります。まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
▶症状が軽い場合（19：00～23：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科、小児科】へ
　盛岡市神明町 ₃︲₂₉、盛岡市保健所（☎ ₀₁₉︲₆₅₄︲₁₀₈₀）
▶症状が重い場合　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。夜間は 17：00 から翌
朝 9：00 まで。
　なお、土曜日の 13：00（祝日の土曜は 9：00）から 17：00 は、もりおかこども病院を
受診してください。
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見届けよう公正な選挙 
投票立会人募集中です

　市選挙委員会は、各種選挙にお
ける投票所の立会人を募集してい
ます。
■応募資格　投票日現在、満18歳
以上で市内に３カ月以上住所を有
している人　※高校生は投票日当
日のみ
■報酬　１日当たり１万700円

（期日前投票は9,500円）
■応募期間　随時　※市長選挙は
８月31日㈭まで
■問い合わせ先　市選挙委員会事
務局（☎・内線1220）

ＯＡ経理科技術講習で 
女性の資格取得を支援

　県立産業技術短期大学校では、
女性の就労支援のため、日商簿記
検定試験３級の資格取得を目指
し、パソコンの基本操作を習得す
る講習を行います。
■期間　８月28日㈪から10月３日
㈫まで
■場所　総合教育センター学院矢
幅駅前教室
■定員　14人　※女性に限る
■申込期限　８月22日㈫
■費用　教材費 3,600円程度
■問い合わせ先　総合教育セン
ター学院（☎019-638-6309）

特別児童扶養手当には 
所得状況届の提出必要

　特別児童扶養手当の受給者で、
引き続き手当の受給資格を得るに
は、所得状況届の提出が必要です。
　市から書類を送付しますので、
期間内に手続きをしてください。
■提出期間　8月１4日㈪から９
月 １1日㈪まで
■問い合わせ先　市役所地域福祉
課児童福祉係（☎・内線1103）

林業に就職したい人向け 
アカデミー研修生募集中

　県では、林業への就職を希望す
る人を対象に、林業の知識や技術
を習得できる「いわて林業アカデ
ミー」の平成30年度研修生を募集
します。
■研修期間　１年間
■応募資格　高等学校卒業者（見込
み含む）でおおむね30歳までの人
■応募期間　▶推薦選考８月７日
㈪から９月１日㈮まで▶一般選考

（前期）10月10日㈫から27日㈮ま
で▶一般選考（後期）12月４日㈪
から22日㈮まで
■問い合わせ先　県林業技術セン
ター研修部（☎019-697-1536）

パーキンソン病の講演会 
交流会で情報共有しよう

　県県央保健所では、パーキンソ
ン病で医療費受給者証の交付を受
けている人、その家族を対象に講
演会・交流会を開催します。
■日時　９月９日㈯、10月15日
㈰の午後１時から３時15分まで　
※各日とも先着60人で、同じ内容
を実施します。
■場所　盛岡地区合同庁舎８階　
※合庁の駐車場は利用できません。
■申し込み方法　電話申し込み　
■問い合わせ・申込先　同保健所

（☎019-629-6573）

国保運営協議会の 
委員を募集します

　市は、国民健康保険事業の運営
に広く被保険者の意見を反映させ
るため、協議会委員を募集します。
■募集人員　３人
■任期　２年（会議は年３回程度）
■応募資格　次の条件を満たす人
▶9月1日現在、20歳から70歳ま
での人▶市国保加入者で、今後２
年以上継続して加入する見込みの
ある人▶国保税の滞納がない世帯
の人▶市議会議員、市のほかの審
議会などの委員でない人▶平日の
会議に出席できる人
■報酬　市の規定に基づき支給
■応募期限　８月25日㈮
■問い合わせ先　市役所市民課国
保年金係（☎・内線1069）

盛岡広域消防職員の 
採用試験を行います

　消防職員の採用試験を行います。
■職種・人数　消防職14人程度
■受験資格　高校卒業以上の学歴
で、高校卒業（平成30年3月卒業
見込みを含む）は６年４月２日か
ら12 年４月１日までに生まれた
人、大学・短大卒業（30年3月卒
業見込みを含む）は４年４月２日
以降に生まれた人
■応募期間　８月21日㈪から９
月13日㈬まで
■１次試験日　10月15日㈰
■問い合わせ先　盛岡地区広域消
防組合事務局（☎019-626-7405）

ひとり親家庭の就業 
自立を後押しします

　県ひとり親家庭等就業・自立セ
ンターでは、ひとり親家庭の親御
さんを対象に、受講料無料の❶パ
ソコン講座❷介護職員初任者研修
を開催します。
　託児希望者は、事前に登録手続
きが必要です。
❶パソコン講座（定員10人）
◆期間　９月21日㈭から 28日㈭
まで【全６回】
◆時間　午前9時半から午後４
時半まで
◆場所　㈲ノーティ盛岡本宮校

（盛岡市本宮7-12-37）
◆申込期限　９月13日㈬
❷介護職員初任者研修（定員12人）
◆期間　10月５日㈭から11月９日
㈭まで【全20回】
◆時間　研修１回目は午前9時
から午後５時15分まで　※２回
目以降は、お問い合わせください。
◆場所　ニチイ学館盛岡校（マリ
オス５階）
◆申込期限　９月15日㈮
■問い合わせ先　県母子寡婦福祉
連合会（☎019-653-8539）

人と自然とが調和する 
ライフスタイルを体感

　環境保全農業の生産者とエコロ
ジーライフの提案者が集い、消費
者と交流する祭り「オーガニック
フェスタinいわて2017」を開催し
ます。入場無料です。
■日時　９月９日㈯、10日㈰の午
前10時から午後６時まで
■場所　岩手山焼走り国際交流村
■内容　オーガニックマーケッ
ト、各種セミナー・ワークショッ
プ、トーク&ライブなど
■問い合わせ先　同実行委員会事
務局（☎090-3230-1439）

建築物防災週間に合わせ 
防災相談所を設置します

　8月30日㈬から９月５日㈫ま
では「建築物防災週間」です。
　県では、防災査察を実施。安全
管理の状況を確認し、必要に応じ
た指導を行います。
　また、期間中に建築物防災相談
所を設置し、地震対策や火災など
の防災に関する相談に応じます。
■相談所設置場所　▶県県土整備
部建築住宅課（☎019-629-5936）
▶盛岡広域振興局土木部（☎019-
629-6650）

ものづくり担い手確保を 
奨学金返還で支援します

　県では、将来のものづくり産業
を担うリーダーとなる人材の確
保・定着を促進するため、学生が
卒業後にU・Iターンして、県内
の対象分野・業種の企業に一定期
間就業した場合、奨学金の返還を
支援します。
■応募期限　９月15日㈮
■問い合わせ先　公益財団法人い
わて産業振興センター産業支援部

（☎019-631-3824）

国体スタッフ用ウエアを 
希望団体に差し上げます

　希望郷いわて国体スタッフ用ウ
エア（ジャンパーと帽子、約200着）
を、希望団体に抽選で差し上げます。
　希望団体は、代表者の連絡先と
希望数をお知らせください。
■申込期限　８月25日㈮
■問い合わせ先　市役所地域振興
課生涯学習係（☎・内線1151）

毎月勤労統計調査の 
回答をお願いします

　厚生労働省では、常用労働者を
１人から４人雇用している事業所
を対象に、毎月勤労統計調査特別
調査を実施します。
　調査対象となる事業所には、８
月から９月にかけて調査員が訪問
しますので、ご協力ください。
■調査基準日　７月31日㈪
■調査内容　事業所における賃
金、労働時間および雇用の実態
■問い合わせ先　市役所総務課情
報統計係（☎・内線1241）

農業振興地域整備計画 
変更申し出を受け付け

　市は、本年度２回目の農業振興
地域整備計画の変更（除外、軽微変
更）申し出を受け付けします。
■申し出可能要件　経済事情の変
動その他情勢の推移により変更が
必要（緊急性が高い）と認められる
もの
■申し出期間　９月１日㈮から９
月29日㈮まで
■申し出書類　市ホームページか
らダウンロードするか、市農林課
からお取り寄せください。
■問い合わせ先　市役所農林課農
政係（☎・内線1333）

縄文時代の謎に迫る 
講演会を開催します

　市芸術文化協会松尾支部では、
高橋憲一氏を講師に迎え、講演会

「土偶が語る縄文からのメッセー
ジ」を開催します。
■日時　９月５日㈫の午前10時
から正午まで
■場所　松尾コミセン大会議室
■問い合わせ先　同支部事務局・
田村（☎76-4655）

美しい自然環境を守る 
仕事をしてみませんか

　市は、焼走り熔岩流や岩手山周
辺地域を管理する自然公園保護管
理員１人を募集しています。
■業務期間　９月中旬から11月
30日㈭まで
■業務内容　登山道の整備（刈り
払い、倒木撤去）や啓発活動など
■申し込み方法　市商工観光課窓
口に備え付けの履歴書に必要事項
を記入し、持参または郵送してく
ださい。履歴書は、市ホームペー
ジからダウンロードすることもで
きます。
■申込期限　８月31日㈭
■面接日　９月初旬予定(筆記試
験はありません)
■問い合わせ先　市役所商工観光
課自然公園係（☎・内線1312）
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児童などを養育していること。
◆所得制限
　受給資格者などの前年の所得が限度額を超える
場合は、手当の全部または一部が支給されません。
◆支給額（平成₂₉年４月現在）

◆現在、児童扶養手当を受給している人へ
　現在、児童扶養手当を受給している人⎝手当が全
額停止になっている人も含む）は、引き続き要件を
満たしているかどうかの審査があります。
　市から現況届の書類を送付しますので、期限で
ある８月末までに手続きを済ませてください。

子育てＮＥＷＳ

介護のココロ

地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1103

市地域包括支援センター ☎・内線1094

◆児童扶養手当とは
　ひとり親家庭は、子育てと生計を１人で担わな
ければならず、生活上のさまざまな困難を抱えて
います。児童扶養手当は、ひとり親家庭の生活の
安定と自立を助け、児童の心身の健やかな成長を
願って支給される手当です。
◆支給対象者
　18歳に達する日以降の最初の３月31日を迎える
までの児童（特別児童扶養手当２級に該当する程
度以上の障害がある場合は20歳未満）を養育する
母（父）または養育する祖父母などです。
◆支給要件
　申請する者が、父母が婚姻を解消した児童や、
父または母が死亡した児童、父または母が一定程
度の障害の状態にある児童、母が未婚で出産した

ひとり親家庭に支給される
児童扶養手当とは？

手当（月額）
全部支給 一部支給

児 童 が １ 人
のとき 42,290円 所得に応じて左記の金額か

ら10円単位で支給停止とな
ります。受給者またはご家族
の所得が限度額を超えた人
は全部停止となります。

児 童 が ２ 人
のとき 52,280円

児 童 が ３ 人
のとき 58,270円
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■応募要件
①おおむね60歳以上の市民
②養成講座の全日程に参加できる人（送迎バ
スを運行します）
③認定後、地域で体操普及のボランティア活
動ができる人
■講座日時、場所

シルバーリハビリ体操指導者養成講習
（３級コース）の受講生の募集内容

日　付 時　間 場　所
10月24日㈫

午前10時
から

午後４時
まで

二戸市内
※場所が決まり
次第、申し込み者
に連絡します。

10月26日㈭
10月31日㈫
11月２日㈭
11月７日㈫
11月９日㈭

※日程に変更があった場合はお知らせします。
■人数　18人程度
■受講料　無料
■申込期限　８月31日㈭
■申し込み方法　市地域包括支援センターへ
ご連絡ください。

【広　告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

（６月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

◎男の子
藤村　晄

あ き と

士（正・恵／畑１区）

千
ち だ

田　渉
しょうへい

平（浩次・清美／町組）

遠藤　叶
か な と

翔（拓也・真弓／帷子）

髙橋　肇
はじめ

（大介・紗矢香／南平笠）

千葉　綾
あ や と

人（知成・彩菜／東）

◎女の子
平野　真

ま や

彩（竜祐・舞子／荒屋新町）

小林　莉
り り こ

々子（淳・里美／山崎）

佐々木　乃
の あ ん

庵（和徳・遥香／山崎）

齋藤　可
か な

奈（直之・裕子／北村）

遠藤　琥
こ は く

珀（朋輝・繭／南寄木）

木村　唯
ゆ い な

那（宣象・茜／寄木新田）

谷地　美
み な み

海（和仁・順子／東）

　畠山　将志　　／堀切
　下斗米　鈴菜　／駅前一区

　藤嶋　洸　　　／仲町
　中塚　惠理　　／青森県八戸市
　田村　直人　　／土沢
　藤原　千佳　　／土沢
　髙橋　勇貴　　／野駄
　佐々木　暁子　／盛岡市
　塚本　勇滋　　／高宮
　千葉　敏子　　／滝沢市
　髙橋　太郎　　／上町
　古川　育枝　　／上町

佐々木　敬二　　57歳　両沼
畠山　タキ　　　98歳　杉沢
澤口　ヨシ　　　86歳　上野駄
石羽根　稔　　　61歳　南寄木
藤原　トミエ　　84歳　共新
伊藤　愛夫　　　90歳　中平笠
川又　雪男　　　81歳　新興矢神

工藤　ノブ　　　87歳　上町
工藤　石五郎　　86歳　仲町
金澤　已子雄　　92歳　南寄木
佐々木　俊方　　94歳　寄木新田
乙部　エミコ　　82歳　野駄
松村　サト　　　85歳　仲町
佐々木　さとみ  96歳　下町三区
三浦　キミヱ　　91歳　大石平
吉田　要助　　　82歳　中平笠
村上　千枝子　　62歳　南寄木
髙橋　喜一郎　　87歳　わし森
𫝆村　茂則　　　81歳　駅前
畠山　イネ　　　89歳　曲田横間
山本　與右衛門　79歳　舘沢
伊藤　チヨ　　　87歳　両沼
山口　キクエ　　94歳　中関
佐々木　タケ　　83歳　両沼
遠藤　ハナ　　　88歳　松久保
武藏　サダミ　　92歳　間羽松

お幸せに

健やかに

■人口の動き【６月₃₀日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世 帯 数
西根地区 16,030（－11） 6,313（＋７）
松尾地区 5,844（－１） 2,341（＋６）
安代地区 4,537（－７） 1,862（±０）
合　　計 26,411（－19） 10,516（＋13）
男　　性 12,720（－５）
女　　性 13,691（－14）

出生 13 死亡 29
転入 33 転出 36

安らかに

■交通事故発生件数など　※（　）は前年同月の数

（
（
（
（
（

（

項　　目 ６月 １月からの累計
人身事故 ３（１） ５（17）
物損事故 29（18） 232（202）
負 傷 者 ７（３） 13（21）
死 者 ０（０） ０（２）
飲酒運転 ０（０） １（０）
火 災 ２（１） ８（８）
救 急 97（76） 630（608）
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皆
さ
ん
の
活
動
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サ
ー
ク
ル
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ー
ク
ル
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コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

サークル　　　　・サー
クル

三研ソイル株式会社 相撲部

Vol.８

◎結成何年目ですか？
　平成15年６月に結成。今年で15年目です。
◎結成のきっかけは？
　大学を卒業して地元に戻ったとき、相撲経験者
が会社内にいたので、実業団の相撲部を立ち上げ
ようと声を掛けたことがきっかけです。
◎活動内容は？
　結成した当初は、社会人の相撲活動でしたが、地

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

を指導をしながら、実業団の稽古もしています。
　そのほか、泣き相撲大会に赤ちゃんを抱える力士
として参加したり、イベントでちゃんこ鍋を振る
舞ったりしています。
◎今後の目標は．．．？
　日頃の相撲の稽古に励んで、各種大会で上位を
目指します。
　また、相撲場に通う子どもたちに稽古をつけ
て、相撲を通じて「我慢強い子」に育てることも大
事な目標です。
◎活動日・場所
　週３回（月曜日、水曜日、金曜日）平舘高相撲場
で活動しています。
◎主な相撲大会の予定
▶第13回県体重別相撲選手権大会　９月10日㈰
▶第25回東北高等学校相撲選抜大会（県立平舘高
等学校創立70周年記念大会）　10月21日㈯
　場所はどちらも市松尾相撲場で行われます。
■問い合わせ先　代表・遠藤良貴（☎77-2021）

サークル

メンバー７人（７月₁₃日現在）
代表者：遠藤 良貴さん（三研ソイル株式

会社 代表取締役社長） ＝寺田＝

東日本実業団相撲選手権に出場
したメンバー【関連₂₂㌻】

域の要望を受け、寺田小・平舘小の児童を指導する
ようになりまし
た。その児童たち
が西根一中、平舘
高に進学し、指導
の場が広がってい
きました。現在は、
市内の児童・生徒

遺跡の企画展が始まります遺跡の企画展が始まります遺跡の企画展が始まります

　松尾寄木地区の畑集落、通称「釜石」には、環状列
石（ストーンサークル）がありました。柏台地区の工
藤栄三郎氏が発見したもので、昭和28年５月に慶応
大学の江坂教授らが発掘調査を実施し、遺跡の全貌
が明らかになりました。「この遺跡は縄文末期の
人々によって作られたもので、完全に原形のまま発
見されたことは全国的にも珍しく、貴重な遺跡であ
る」と報告されています。掘り出された土偶などは、
研究のために大学へ持ち帰られました。発掘場所

　慶応大学で預かっていた土偶や土器などの遺物
は、調査を終えて平成25年に返還され、市博物館
で保管されています。その遺物を展示する企画展
を次のとおり開催します。
　慶応大学の研究資料なども展示し、縄文末期の
人々の暮らしの様子を紹介します。
■開催期間　９月12日㈫から平成30年１月14日㈰
■開催時間　午前９時から午後４時半まで（ただし

釜石環状列石（ストーンサークル）とは 企画展「おかえり松尾釜石環状列石」

は、保存のために
埋め戻されました
が、柏台地区のさ
くら公園で復元さ
れた遺跡のレプリ
カを見ることがで
きます。　

入館は午後４時まで）
◎ギャラリートーク

（本展を解説付きで案
内）
■日時　９月18日㈪、
10月８日㈰、12月10日
㈰午後１時開始　※事
前予約不要復元された釜石環状列石のレプリカ 発掘された土偶や土器など

英語の絵本と日本語の絵本英語の絵本と日本語の絵本英語の絵本と日本語の絵本

　市立図書館では、英語と日本語の両方で絵本を
楽しむお話会を開催しています。職員が日本語と
英語で交互に読み上げ、英語が分からなくても楽
しめるよう工夫しています。
■日時　毎月第２日曜日午前11時から11時半まで
◆日本語と英語の絵本を紹介
◎『くらやみこわいよ』原題：THE DARK（岩崎書
店）　作：レモニー・スニケット　絵：ジョン・ク
ラッセン　訳：蜂

はちかい

飼 耳
みみ

　くらやみがこわ
い男の子ラズロ。
くらやみはいつも
ラズロの家のちか
しつにいます。あ
るばん、くらやみ

■■■　新着図書などの紹介　■■■
◎一般

書　名 著 者 名
最高機密エージェント デイヴィッド・E・ホ

フマン
精神科ナースになったわけ 水谷　緑
ヨチヨチ父 ヨシタケシンスケ
男尊女子 酒井　順子
孤道 内田　康夫

◎児童書・絵本
書　名 著 者 名

大接近！工場見学　全５巻 岩崎書店
人気漫画家が教える！まんがの
かき方　全４巻 汐

ちょうぶんしゃ
文 社

チームでつかんだ栄光のメダル　
全５巻 汐文社

ノラネコぐんだんあいうえお 工藤ノリコ

Tom&Tam Story Time（トム＆タム ストーリータイム）
英語の絵本をもっと楽しもう！ はラズロをよびよせます…。恐れを克服した男の

子のお話しです。地
域

Vol.39

お
こ
し

だ

力
隊

り

協

よ

　
暑
い
で
す
ね
。７
月
に
入
っ
て

か
ら
30
度
超
え
の
日
が
続
き
、夏

が
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
て
今
回
は
、
私
の
主
な
３

つ
の
活
動
の
経
過
や
今
後
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

❶
七
時
雨
マ
ウ
ン
テ
ン
ト
レ
イ

ル
フ
ェ
ス

　
今
回
か
ら
事
務
局
を
引
き
継

ぎ
、無
事
に
第
５
回
を
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

商
工
会
青
年
部
よ
り
テ
ン
ト
設

営
や
マ
ル
シ
ェ
な
ど
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
の
場
を
借

り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。今
後

も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き
ま
す
。

❷
農
業
体
験

　
北
上
市
の
中
学
生
が
来
て
く

れ
ま
し
た
。「
普
段
と
異
な
る
生

徒
の
顔
が
見
ら
れ
、
非
常
に
価

値
が
あ
っ
た
」「
修
学
旅
行
よ
り

も
思
い
出
に
残
り
そ
う
」と
先

生
か
ら
お
話
を
い
た
だ
き
、
提

供
し
て
い
る
体
験
の
価
値
に
改

の
皆
さ
ん
に
返
礼
品
梱こ
ん
ぽ
う包

作

業
を
し
て
い
た
だ
き
、
６
月
19

日
に
第
１
弾
の
発
送
が
始
ま
り

ま
し
た
！
さ
ら
に
寄
付
額
を
増

や
せ
る
よ
う
に
、
分
析
や
返
礼

品
探
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
七
時
雨
マ
ウ
ン
テ
ン
ト
レ
イ

ル
フ
ェ
ス
」も「
農
業
体
験
」も

「
ふ
る
さ
と
納
税
」も
、み
ん
な
市

外
や
県
外
か
ら
の
参
加
者
や
寄

付
者
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、リ
ピ
ー

タ
ー
と
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
八

幡
平
市
の
魅
力
を
発
見
・
発
信

し
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

今月の担当
菊池 光洋 さん

め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
受

け
入
れ
農
家
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
今
後
も
こ
の
取
り
組
み
を

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

❸
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
事
業

　

ポ
パ
イ
の
家
、
ワ
ー
ク
サ

ポ
ー
ト
蓮れ
ん
げ華

、
そ
よ
か
ぜ
の
家
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欧
州
の
鉢
物『
安
代
り
ん
ど
う
』事
業
は
順
調

海
外
２
社
が
試
験
圃
場
を
視
察
し
意
見
交
換

　
昨
年
の
９
月
に
鉢
物
リ
ン
ド
ウ
栽
培
ラ

イ
セ
ン
ス
契
約
を
締
結
し
た
海
外
２
社
な

ど
の
３
人
が
７
月
22
日
か
ら
26
日
ま
で
の

５
日
間
の
日
程
で
本
市
を
訪
れ
、
鉢
物
生

産
者
の
圃
場
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
の
は
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ベ
ス
ト

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）の

ラ
イ
ア
ル
・
フ
ィ
ー
ル
ズ
社
長
、
マ
ー
キ

ュ
リ
ア
ス（
オ
ラ
ン
ダ
）で
生
産
販
売
部
門

を
担
当
す
る
ロ
ン
・
フ
ー
ゲ
ベ
ン
さ
ん
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
リ
ン
ド
ウ
生
産
農

家
の
ジ
ョ
ン
・
モ
フ
ァ
ッ
ト
さ
ん
。

　
一
行
は
25
日
、市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
、

田
村
市
長
、
岡
田
副
市
長
ら
と
対
談
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
鉢
物
リ
ン
ド
ウ
生
産

販
売
計
画
が
順
調
で
あ
る
こ
と
や
、
現
在

の
生
育
状
況
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
フ
ー
ゲ
ベ
ン
さ
ん
は「
今
後
段
階
を
踏

み
な
が
ら
生
産
者
を
増
や
し
た
い
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
人
々
の
需
要
に
あ
っ
た
新
し
い

品
種
を
増
や
し
て
、
今
後
の
発
展
に
向
け

て
努
力
し
た
い
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。

　

田
村
市
長
は「
海
外
で『
安
代
り
ん
ど

う
』の
販
売
が
増
え
る
こ
と
は
、
新
し
い

品
種
の
開
発
や
、
リ
ン
ド
ウ
生
産
者
の
発

展
に
も
つ
な
が
る
」と
期
待
し
ま
し
た
。

リンドウの試験圃場を訪れる（左から）花き研
究開発センターの日影孝志所長、ジョン・モ
ファットさん、ロン・フーゲベンさん、ライ
アル・フィールズ社長

市役所を表敬訪問し、海外での安代りんどう
の今後の展開について意見を交わしました

　大更保育園増改修工事地鎮祭は７
月６日、保育園や工事関係者ら約30人
が参加し、工事の安全を祈りました。
　同工事により、内壁や水道、暖房
設備などを改修。増築により、保育
室やテラスなどが設けられます。
　同園を運営する社会福祉法人杉の
子会の遠藤一子理事長は「環境整備
し、安心して子どもを預けられる施
設にしたい。また、０歳児の受け入
れも目指していきたい」と力強く語
りました。
　完成は12月下旬で、来年１月から
の利用開始を予定しています。

子育て環境のさらなる充実
大更保育園増改修安全祈願 農

地
の
保
全
と
有
効
利
用
に
つ
な
げ
る
た
め

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル（
遊
休
農
地
の
状
況
把
握
）実
施

の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
ほ
か
、

農
地
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
の

相
談
会
、
啓
発
活
動
の
た
め
の

チ
ラ
シ
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、県
農
業

会
議
が「
農
地
の
日
」に
設
定
し

た
７
月
15
日
を
め
ど
に
、毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
。

農協前でチラシを
配布

田村市長から激励を
受ける農業委員

●
第
₁₁
回
市
畜
産
共
進
会
結
果

◆
名
誉
賞

■
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
▼
第
１
部
〜
４

部【
未
経
産
牛
】＝
渡
辺
渡（
大
更
）▼

第
５
部
〜
６
部【
経
産
牛
】＝
盛
岡
農

業
高（
滝
沢
市
）

■
黒
毛
和
種
▼
第
７
部
〜
９
部【
未

経
産
牛
】＝
佐
々
木
誠
造（
松
尾
）▼

第
₁₀
部
〜
₁₁
部【
経
産
牛
】＝
伊
藤
春

男（
寺
田
）

◆
金
賞

■
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
▼
ベ
ビ
ー
＝
盛

岡
農
業
高
▼
第
１
部
＝
盛
岡
農
業
高

▼
第
２
部
＝
渡
辺
渡
▼
第
３
部
＝
工

藤
大
地（
松
尾
）▼
第
４
部
＝
渡
辺
渡

▼
第
５
部
＝
田
村
勝（
寺
田
）▼
第
６

部
＝
盛
岡
農
業
高

■
黒
毛
和
種
▼
第
７
部
＝
佐
々
木
誠

造
▼
第
８
部
＝
佐
々
木
秀
秋（
大
更
）

▼
第
９
部
＝
本
堂
清
寿（
寺
田
）▼
第

₁₀
部
＝
伊
藤
春
男
▼
第
₁₁
部
＝
鈴
木

圭
一（
大
更
）▼
第
₁₂
部
＝
遠
藤
萬
治

（
寺
田
）、
工
藤
ヨ
シ
子（
寺
田
）、
伊

藤
吉
範（
寺
田
）、
伊
藤
春
男

◆
ベ
ス
ト
ア
ダ
ー

▼
第
５
部
＝
田
村
勝
▼
第
６
部
＝
盛

岡
農
業
高

◆
ベ
ス
ト
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

▼
第
６
部
＝
木
村
秀
人（
松
尾
）

　
第
11
回
市
畜
産
共
進
会
は
７
月
７
日
、

な
か
や
ま
荘
隣
の
市
畜
産
共
進
会
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
共
進
会
は
、
市
内
の
優
良
な
乳
用

牛
お
よ
び
肉
用
牛
を
一
堂
に
集
め
、
そ
の

展
示
と
評
価
を
行
い
、
家
畜
の
増
殖
と
飼

養
管
理
技
術
の
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
29
年
度
は
、
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
種
40
頭
、
黒
毛
和
種
90
頭
の

計
１
３
０
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
で
は
、
出
品
牛
の
体
高
、
胸
囲
、

腰
回
り
、
肉
の
つ
き
具
合
、
乳
器
の
状
態

な
ど
を
採
点
し
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
名
誉
賞
や
金
賞
は
、
下
記
の

と
お
り
で
す（
敬
称
お
よ
び
名
号
は
省
略
）。

ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
で
は
、

来
場
者
が
参
加
し

真
剣
に
審
査

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
未

経
産
牛
の
評
価
風
景

工
事
の
安
全
を
祈
願

鍬
入
れ
を
行
う
遠
藤

理
事
長

第
₁₁
回
市
畜
産
共
進
会
を
開
催

乳
用
牛
・
肉
用
牛
を
比
較
品
評

調査に向かう農地
を図面で確認

　
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式
は

７
月
14
日
、
市
役
所
多
目
的

ホ
ー
ル
棟
で
行
わ
れ
、
農
業
委

員
や
関
係
者
ら
約
30
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

式
で
田
村
市
長
は「
耕
作
放

棄
地
の
復
旧
や
有
効
活
用
の
た

め
、
暑
い
中
で
す
が
、
現
地
の

状
況
把
握
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　

出
発
式
終
了
後
は
、
西
根

南
・
北
、松
尾
、安
代
の
４
地
区

調
査
会
に
分
か
れ
、
遊
休
農
地

の
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
た
め

　
市
は
７
月
３
日
、
新
た
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
と
し
て
、
古
屋
亮
輔
さ
ん（
27
）

に
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

古
ふ る や

屋 亮
りょうすけ

輔 さん

　
古
屋
さ
ん
は
以
前
、
神
奈
川
県
内
の
計

測
・
制
御
機
器
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
。

　
辞
令
交
付
式
で
は「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
〝
オ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
八

幡
平
〞
で
農
場
運
営
や
、
入
居
者
と
地
域

住
民
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
活
動
し
た

い
。
農
業
と
福
祉
の
ど
ち
ら
も
未
知
の
分

野
で
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
も

ら
い
、一
か
ら
取
り
組
み
た
い
」と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
新
た
に
古
屋
亮
輔
さ
ん
が
加
わ
り
ま
し
た

あっぱ
れご長

寿祝100歳 髙橋 フミ さん
大正６年７月18日生まれ ＝北寄木＝

　髙橋フミさんの長寿祝い金贈呈式は７月18日、特
別養護老人ホーム富士見荘で行われ、家族や同施設
の利用者など約20人が参加し、長寿を祝いました。
　フミさんは八幡平市（旧松尾村）出身で、小・中学
校で教諭を務め、退職後は自宅で和裁・洋裁教室を
開いて生徒に裁縫を教えながら、村助役を務めた夫
を支えました。
　長男の征

た け お
朗さんは「婦人団体連絡協議会長や民生

児童委員を長年務め、家に引きこもらずに率先して
外に出て地域の活動をしていました」とフミさんの
長寿の秘訣を話してくれました。

家
族
に
囲
ま
れ
、
１
０
０
歳
の
お

祝
い
を
笑
顔
で
喜
ぶ
フ
ミ
さ
ん
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線₁₂₀₅まで。

泣き相撲で会場が沸く
白坂観音大祭第12回泣き相撲大会

　白坂観音大祭の泣き相撲大会は７月17日、寺田地区
の聖

しょう

福
ふ く

寺
じ

境内で開かれました。
　当日は１歳前後の赤ちゃん30人が参加。親の愛情が
込められた川柳が紹介され、その後に始まった取組で
は、泣きながら抱えられて土俵に上がる子や、最後ま
で平然と泣かない子などさまざまな表情に会場が沸
きました。遠藤礼

れ い

唯ちゃんの父の佑輔さん＝五百森＝
は「泣かなくて度胸が据わっていた。これからも健や
かに育ってほしい」と娘の将来を願っていました。

相撲個人重量級を制す
第55回東日本実業団相撲選手権大会

　第55回東日本実業団相撲選手権大会は７月９日、市
松尾相撲場で開催され、東日本各地の実業団21団体約
100人の選手・監督らが参加しました。
　本市は、Ⅰ部に出場した三研ソイル㈱が団体戦予
選を突破し、決勝トーナメント準々決勝戦に進みま
すが敗退。続く個人戦重量級では、遠藤翔太さん（三
研ソイル㈱）が優勝しました。遠藤さんは「地元開催の
大会で、勝たなければというプレッシャーもありま
したが、自分でもまさかの優勝でした」と喜びました。 個人戦重量級準決勝の遠藤選手（右）

先に泣いたほうが勝ちとなる泣き相撲の取組

七夕発表会では年長組の園児たち
が大人用の琴で「さくら」を演奏しま
した（７月８日、ひなぎく幼稚園）

祭りで更生保護をＰＲ
「社会を明るくする運動」啓発活動

　社会を明るくする運動の街頭パレードは７月15
日、大更地内で行われました。
　当日は、大更小学校ブラスバンド部を先頭に岩手
地区保護司会の会員ら約50人が、のぼりや横断幕を
掲げて大更の街中を行進。八坂神社例大祭の会場で
犯罪や非行の防止、更生保護への理解を求めました。
　一日保護司に任命された西根中３年の四戸紀

き り と

利斗
さんと田村秋

し ゅ う や

也さんは「暑くて大変だったけど、普段
できない体験ができて良かった」と汗を拭いました。啓発のうちわを配る一日保護司の田村さん（左）と四戸さん

寺田さんさの会がさんさ踊りを披露
し、会場の人たちと一緒に楽しみま
した（７月₂₆日、麗峰苑夏祭り）

「大きくなってね」とヤマメの稚魚
を放流する田山保育所の園児たち

（６月₃₀日、米白河川公園）

「U」歌に「F」振り付け「O」お見事でし
た。ちびっ子カラオケ大会優勝（７月
８日、大更ガーデンフェスティバル）

野菜を運送するドライバーへ花束を贈呈する「のん」さん

登頂を祝い、万歳三唱する鈴木長官（左手前）と登山者

登頂の喜び分かち合う
岩手山山開き

　 岩手山（2,038㍍）の山開き式は７月１日、焼走り登山
口付近で行われ、山岳関係者や一般登山客ら約200人が
神事に参加し、今年一年の山の安全を祈願しました。
　山頂セレモニーでは、ピッケル交換の後、万歳三唱。
予定していた山頂のお鉢を登山者で囲んでのウエーブ
は、強風と雨のため中止となりました。
　今回の山開きは「山の日」の制定を記念した「みんな
でふるさとの山を登ろう！」キャンペーンも開催され、
鈴木大地スポーツ庁長官も登頂しました。

委嘱された（左から）村上副隊長、田中隊長、髙橋副隊長

新体制で有事に備える
八捜隊委嘱状交付式

　八幡平遭難対策委員会捜索救助隊委嘱状交付式は７
月４日、市役所で行われ、隊長に田中耕一さん、副隊
長に髙橋伸也さん、村上伸男さんが委嘱されました。
　田村市長は「隊長を中心に、山の安全に尽力して
いただきたい」と激励。田中隊長は「市民登山や地域
の登山イベントなどで、安全登山の啓発に努めたい。
また、若手隊員の訓練を重ね、育てたい」と意欲を
みせました。同隊は現在17人で組織され、山岳遭難
事故に備え、さまざまな訓練を積んでいます。

のんパワーで産地ＰＲ
ＪＡ新いわて園芸産地出荷式

　ＪＡ新いわて園芸産地出荷式は７月６日、八幡平営
農経済センター平笠野菜出荷場で行われ、生産者や市
場関係者ら約200人が出席しました。
　本年度は、ＪＡ新いわて誕生20周年。純情産地いわて
宣伝本部長「のん」さんも出席し、ＪＡ新いわて野菜応
援隊「もんずらすかしぇーるず」とのトークイベントで
会場を盛り上げました。イベントで野菜を試食した「の
ん」さんは「キュウリは歯ごたえが良くキャベツは甘く
おいしい」と、管内で収穫した野菜をＰＲしました。

市内の各団体が歌や踊りを市芸能
発表会で披露しました（７月２日、
西根地区市民センター）
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●
  

岩
手
日
報
社
八
幡
平
支
局

支
局
長及

川 

慶
修 
さ
ん

お
い
か
わ
・
け
い
す
け　
₃₁
歳　

地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
人
を
記
事
で
応
援
し
た
い

サッカー教室を体験した園児に笑顔
で話しかける及川さん

49
   

　昭和61年生まれ。金ケ崎町出身。
県立大学総合政策学科を卒業後、
平成21年に岩手日報社へ入社し、
報道部や大船渡支局、運動部に勤
務。29年４月から八幡平支局長。
趣味は小学３年生から始めた将棋
で、二段の腕前。対戦者を募集中。

　
「
岩
手
山
な
ど
の
山
並
み
や

空
の
広
さ
な
ど
、
雄
大
な
自
然

の
景
色
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
」

と
ほ
ほ
笑
む
の
は
、
岩
手
日
報

社
八
幡
平
支
局
長
に
着
任
し
た

及
川
慶
修
さ
ん
。

　
県
立
大
学
在
学
中
、
過
疎
や

少
子
高
齢
化
、
地
域
の
特
産
を

ど
う
す
る
か
と
い
う
課
題
を
調

査
す
る
た
め
、
橋
野
地
区（
釡

石
市
）を
実
習
で
訪
れ
た
こ
と

が
新
聞
記
者
を
志
し
た
き
っ
か

け
で「
特
産
物『
チ
ョ
ロ
ギ
』を

広
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
に
取
り
組
む
人
た
ち
の
活
動

や
思
い
を
も
っ
と
世
の
中
の
人

に
知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」と
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
及
川
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震

災
の
２
カ
月
後
に
大
船
渡
支
局

へ
異
動
し
ま
す
。
遺
族
を
取
材

し「
人
の
命
、
暮
ら
し
、
家
族
、

会
社
。
今
ま
で
当
た
り
前
に
あ

る
も
の
と
思
っ
て
い
た
こ
と

が
、
そ
う
で
は
な
い
と
実
感
し

ま
し
た
」と
心
境
を
語
り
ま
す
。

　
大
船
渡
支
局
の
後
に
運
動
部

へ
異
動
し
、
選
手
や
そ
の
指
導

者
を
取
材
。「
競
技
に
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
る
選
手
や
、
選

手
を
取
り
巻
く
人
た
ち
を
応
援

し
た
い
気
持
ち
で
記
事
を
書
い

て
い
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　

及
川
さ
ん
は「
場
所
が
変

わ
っ
て
も
、
人
を
応
援
し
た
い

と
思
う
気
持
ち
は
変
わ
ら
な

い
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

る
人
を
引
き
立
て
る
よ
う
な
記

事
を
書
い
て
い
き
た
い
」と
意

欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。


